
今回は、宇和島から四十一番龍光寺・四十二番仏木寺をお参りして、歯

長峠越え。そして宇和町に入り、四十三番明石寺。宇和町から鳥坂峠を越

えて大洲。十夜ヶ橋をお参りして、内子の古い町並みを散策という旅程で

した。

歯長峠は、一巡目で昼飯にありつけなかった思い出の場所。鳥坂峠は、

はじめて足を進める峠でしたが、麓にたどりつくと高速道路の工事現場に

出くわし、バス遍路はますます便利になるのだろうなと感じました。歩き

遍路も鳥坂トンネルを通るようになったら、古い遍路道は忘れ去られてし

まうのかもしれません。でも、遍路はスタンプラリーではなく、歩くこと

自体が修行なのだと思っている人がいる限り、遍路古道はあり続けます。
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山越え、川越え

目次：            頁

三十九番延光寺 ４～

四十番観自在寺 10～

四国あるき遍路の旅

平成24年2月24日（金）～26日（日）

上の写真は、観

自在寺から旧内海

村柏に向かう「室

手海岸」で見た夕

陽です。

とっとと歩いた

皆さんは見ること

ができなかったと

思いますが、たま

には、ゆっくり歩

くと、こんな景色

を見ることができ

ます。



３日間の天気予報は、「晴れ」。

飛行機内では、「右手に富士山が

ご覧いただけます。」とのアナウン

ス。右側に坐った人はいいなあと

思っていたら、四国に近付くと左

手に室戸岬を望むことができまし

た。といっても、富士山よりもマ

イナーらしく、機内のアナウンス

へんろ初のランチバイキング
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高知へ

はありませんでした。あそこまで

は、甲浦からバスに乗ってたどり

ついたとか、あの突端から最御崎

寺までの坂は急だったとか思い出

していると、「あと十分ほどで着陸

態勢に入ります。」とのアナウン

ス。いよいよ二順目最後の高知龍

馬空港に下り立ちます。

ご存知、高知駅

第七回同様、空港から連絡バス

で高知駅へ。列車の時間まで１時

間近くあるので、駅の市内側に出

てみると、右手に観光案内所の

「とさてらす」というのが新しく

できていました。そして、時あた

かも、「志国高知 龍馬ふるさと

博」というイベントの最中だった

ようで、「とさてらす」の前には、

坂本龍馬・中岡慎太郎・武市半平

太の巨大な像が並んでいました。

高知駅で特急に乗り換えて、今

回は終着の中村駅まで２時間弱で

す。予約しておいた「日曜市のオ

バア弁当」を、駅売店で受け取

り、しばし電車の旅です。

左は、「日曜市のオ

バア弁当」。下は、

高知にすっかり定着

したアンパンマンの

電車とゴミ箱。



ま夕日」なのです。赤い車体の黄

色いひよこの正体は、だるま夕日

に違いありません。そう気づいて

見てみると、だるま夕日に見えな

くもありませんが、禅僧として

は、だるまにしてはかわいすぎる

と思いつつ、ひよこの胴体に潜り

込んで、あと２０分で平田駅で

す。

８時に飛行機に乗り込んで、６

時間近い移動もまもなく終わりで

す。
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平田駅から延光寺へ

特急の終着駅「中村」でアンパ

ンマンに別れを告げると、次は何

やら得体のしれないキャラクター

が出現。何の関連か、ひよこと見

まごう黄色いヤツ！しかも、赤い

車体に黄色いひよこです。

発車までのわずかな時間に、

ホームから行先のプレートを撮影

して、黄色いひよこに合点がいき

ました。行先は宿毛、高知最西端

の終着駅です。この宿毛で有名な

のが、冬の時期に見られる「だる

中村駅から平田駅

ようやく歩ける

もいいし、同行の仲間もいいし、

今回の遍路も気持ち良く歩けそう

です。道端のお地蔵さんも、心な

しか微笑みかけてくれるように感

じます。

土佐くろしお鉄道の平田駅で下

車し、ここから三十九番延光寺ま

で歩きます。

６時間近い移動から解放され

て、ようやく自分の足で歩くこと

ができます。天気もいいし、紅葉
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足摺から延光寺までの遍路道は、

中村方面に戻って山越えをする道が

二本と、土佐清水から竜串を通って

山中の三原村を通る道、そして、竜

串からさらに海伝いを西に進んで途

中から大月町を抜けて宿毛に出る道

と、およそ４ルートあります。

毎回、あるき遍路に行く前に、か

つて一人で歩いたときの記録をめ

くってみますが、私が歩いたのは、

竜串から三原村を抜ける道だったよ

うです。

残念ながら、みなさんをご案内し

ている四国あるき遍路の旅では、こ

れら４ルートのどれも通れずに平田

駅を利用しています。いつか、私も

歩いていない海伝いに西に進む遍路

道を歩きたいものだと、遍路地図を

見ながら思っています。

一人で歩いたときの記録をめくっ

ていると、延光寺に宿坊があるの

に、民宿ひょうたんという所に泊っ

ていました。延光寺をお参りした

後、そのひょうたんを探してみまし

たが、それらしき場所の建物は閉鎖

されていました。

記録では、この民宿で同宿した広

島から来たという８５歳の女性のお

遍路さんに、土佐名物の皿鉢料理を

お接待いただいています。この人

は、同行の人から先生と呼ばれてい

三十九番延光寺

延光寺山門

延光寺で思い出すこと

て、もう８０回以上回っていると

言って、金色の納め札をいただきま

した。翌朝、宿泊代までお接待いた

だき、また民宿からはお昼のお弁当

をお接待してもらいました。

そして、土佐の修行の道場も終わ

るのだから、伊予に入ったら、今ま

で断ってきたお接待を受けることに

しようと書いてあります。それまで

に、自動車のお遍路さんが、どうぞ

乗って下さいと言われることがよく

あったものですから・・・。

延光寺に来ると、いつもあの老遍

路を思い出すのですが、すでに２５

年の歳月がたち、民宿ひょうたんも

閉じられたように、あの老遍路もこ

の世にはいないのだろうと、感謝を

新たにしつつ、心の中で合掌するの

です。

延光寺を後にして、東宿毛駅まで

歩こうと思ったのですが、この日は

宿毛からタクシーで４０分もかかる

柏島まで行く予定でした。延光寺を

出て間もなく、沖山さんから電話が

あり、宿には何時に着きますかとい

う問い合わせ、日も短いですからね

えとの言葉に、えーい、お接待をい

ただいたと思って、５６号線近くか

らタクシーに乗って、一路柏島を目

指そうと決めました。
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柏島は、遍路道からもかなり離

れており、遍路で訪れることのな

い場所ですが、沖山さんとのご縁

で訪れることができました。そう

でなければ、一生知らずにいると

ころでした。島の隅々まで見た

かったのですが、すでに陽も沈ん

でしまい、宿に戻ることにしまし

た。宿の座敷には、お茶と手作り

の草餅のお接待。よもぎのふんだ

んに入った手作りの草餅は、ボ

リュームもふんだんで、おいしく

いただきました。

夕食は、島の魚、イカの天ぷ

ら、と こ ぶし・・・そ れ も ３個

も、そして、沖山さんの差し入れ

のゆでたての「伊勢エビ」を弟さ

んの亀井実さんが運んで来てくれ

ました。しかも一人１尾ずつ。前

回の焼酎のお接待も驚かされまし

たが、伊勢エビには一同驚嘆の声

でした。

テレビの旅番組では、こんな伊

勢エビを食べるシーンを見るので

すが、１尾まるごと食べられるな

んて、生まれて初めての経験でし

た。目の前に現れると、まずは写

真！写真！。そして、即席グルメ

リポーターと化して、全員が伊勢

エビと記念撮影。でも、伊勢エビ

の漁獲量は千葉県が全国第１位だ

そうで、漁獲量１位の千葉県民

が、高知で伊勢エビに感動してい

る姿は、なんとなく面白い取り合

わせでした。

柏島は、今では橋でつながって

おり、車で行ける高知最西端の場

所です。映画「釣りバカ日誌」の

舞台にもなった場所で、釣りとダ

イビングが有名なのだそうです。

延光寺門前からタクシーに乗っ

たおかげで、なんとか日のあるう

ちに到着することができました。

宿は、沖山さんに紹介してもらっ

た「和泉屋旅館」。さっそく、夕日

を見ようと外に出ましたが、島の

西側に高い山があり夕日を望むこ

とができませんでした。それでも

高台に行けばと、小学校に行って

みたものの、ここからも見ること

はできませんでした。やけにひっ

そりした小学校だと思ったら、す

でに閉校となって校庭も草が茂っ

ていました。どおりで、金曜日だ

というのに島に子どもの姿が見え

ないわけです。

柏島

柏島「和泉屋旅館」

柏
島
産
の
伊
勢
エ
ビ

柏島は、高知県幡多郡大

月町にある島である。足摺

宇和海国立公園に指定され

ている。宿毛湾の南に突き

出た大月半島の先端に位置

し、豊後水道と太平洋の境

にあり、黒潮の流入で周囲

の海は温暖である。このた

め1,000種類近い魚種が確

認でき、島の北部にはテー

ブルサンゴなどの珊瑚礁が

ある。スキューバダイビン

グ、釣りなどのレジャーで

賑わう。
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柏島出発

第 8 回 の あ し あ と
期日 曜日

7:30 8:05発 ANA561 09:35着 10:05発
羽田空港集合 羽田空港

空港連絡バス 10:39着 11:34発 JR土讃線 13:24着 13:30発
「南風３号」

土佐くろしお鉄道 13:50着 14:00発 ─徒歩─ 14:45着 15:15発
約2.7㎞ 「和泉屋旅館」

─徒歩─ 15:30発 16:30着 18:00 幡多郡大月町柏島
約0.5㎞ 柏島 「和泉屋旅館」夕食 TEL 0880-76-0039

6:00 7:05発 ─高知西南交通─ 8:19着 8:30発 ─徒歩─

朝食 和泉屋前バス停 74分 約3.6㎞

9:35着 ─徒歩─ 10:15着 10:50（全員到着） 11:15発 ─徒歩─

松尾峠登り口 約1.7㎞ 約1.5㎞

11:40着 ─徒歩─ 12:05着 12:20発 ─徒歩─ 12:35着
小山の舗装道路に出る 約1.7㎞ 約1.2㎞ 一本松バス停

12:41発 ─宇和島バス─ 13:00着 13:05着 13:40発 ─徒歩─

一本松バス停 平城札所バス停 約1.0㎞ 「かめや」 

13:45着 14:40発 ─徒歩─ 17:00着 18:30 南宇和郡愛南町柏２０５３－６  

レストラン「なにわ」（昼食） 約10.2㎞ 内海「かめや」 夕食  TEL.0895-85-0007  

7:00 8:00発 ─徒歩─ 8:30着（8:55全員到着） 10:45着
朝食 かめや旅館 約3.2㎞ 柳水大師 約4.5㎞ 小祝中橋

10:55発 ─徒歩─ 11:25着 11:49発 ─宇和島バス─

小祝中橋 約1.6㎞ 大門バス停 禅蔵寺にて昼食大門バス停
12:26着 14:56発 JR予讃線 16:18着 16:40発
宇和島駅 宇和島城見学 宇和島駅 「宇和海18号」
─空港リムジン─ 16:55着 17:40発 JAL1472 19:00着

羽田空港

11月26日2

【歩いた距離】約20.9㎞

宿毛駅

松尾峠

40番観自在寺

昼食:「日曜市のおばあ弁当」

安藤商店　088-883-1000

延光寺門前よりタクシー分乗（約50分）

土

松山駅

松山空港
【歩いた距離】約33.4㎞

境石の神社（ﾄｲﾚ）

日11月27日

【歩いた距離】約9.3㎞

39番延光寺

3

コ ー ス 予 定 食事・宿泊

1 11月25日 金

【歩いた距離】約3.2㎞

高知龍馬空港

高知駅 中村駅

平田駅

【左上】 始発のバスは、

７:０５発。日の出の写真

を撮ろうと思っていたの

に、なかなか顔を出してく

れないお日さまが、バス出

発間際にようやく出てきま

した。

【左】 バス停は、「和泉

屋旅館」の真ん前で、ここ

が始発です。柏島の橋のと

ころで中学生が乗ってきま

したが、乗客が多いのに驚

いた様子でした。

【上】 島を歩いて見つけ

た、津波避難場所の案内

板。避難場所で、「田中さ

んの畑」というのが面白く

て撮ってきました。
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でした。

しかしながら、天気によって、

こんなにも違うのかというほど、

山裾の道から宿毛湾が見え隠れし

たり、みかん畑を眺めたりと、心

に余裕が感じられます。でも、や

はり本当の修行は、わき目も振ら

ずに黙々と歩くところにあり、そ

こで自分の弱さに対面したり、相

手を慈しむ心を発見したりするの

だと思います。ですから、雨はあ

りがたいし、きつい山坂もありが

たいと思っています。

この山裾の少しアップダウンの

ある遍路道は、松尾峠への準備体

操といったところでしょうか。

先を見ると、一人のお遍路さん

が見えました。一人は黙々と歩い

ていました。

柏島を出発したバスに乗るこ

と、約１時間１５分。宿毛駅で降

りて、いよいよ松尾峠への遍路道

を歩きます。

一巡目では、雨に煙っていて峠

の山が全く見えませんでした。そ

の上、国民宿舎のバスで、登り口

に行く分岐まで送ってもらいまし

た。今回は晴天、一巡目でバスを

降りたのはどこだったのかと探し

てみましたが、皆目わかりませ

ん。舗装道路を歩いて来て、いき

なり登りだったことを覚えていま

すから、運転手さんが登り口の近

くまで連れて来てくれたのだと思

います。

今回は、宿毛駅から遍路道へと

入って、山裾を辿って行きまし

た。いきなりの森の中もあり、す

でに松尾峠への道かと間違うほど

松尾峠の登り口へ

松
尾
峠
の
登
り
口
で

松尾峠



松尾峠への登り口の標高は約１０

ｍ。松尾峠の標高は、３００ｍ。登

り口から松尾峠までの距離１．５㎞

ですから、１．５㎞で２９０ｍの登

りということになります。

やはり一巡目と比較してしまいま

すが、合羽を着て坂を登っていく

と、内側からも濡れるし、といって

合羽を脱ぐわけにもいかず、疲れて

腰を下ろすこともできませんし、気

分を癒す景色も、雨に煙って見えな

いのでした。今回は、天気に恵ま

れ、足元が滑る心配もなく、途中の

ベンチで腰を下ろすこともでき、

木々の間から少しずつ宿毛湾が顔を

のぞかせ、約４０分で松尾峠に到着

しました。後続も、約３０分遅れぐ

らいで全員到着。その間に、大師堂

を開けたり、路傍の墓石を起こした

りする時間もありました。雨の日に

登った時には、何時間もかかったよ

うな気がしていましたが、初めての

人にはそれほどの難所にも思えな

かったのではないでしょうか。

松尾峠の東屋が、一巡目ではよう

やくたどり着いた避難小屋のように

松尾峠到着
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松尾峠

思えたのですが、今回は

どこにでもある東屋にし

か感じられなかったのも

天候によるのでしょう。

国境
くにざかい

はいつの時代でも

要所と考えられ、松尾峠

のそばにも純友城という

城があったそうです。今

では展望台が設けられて

いるというので、行って

みました。あまり訪れる

人もないと見えて、迷い

そうになる落葉の道を行

くと、宿毛湾を一望で

き、その先には昨日泊っ

た柏島あたりまで望むこ

とができる絶景が広がっ

ていて、しばし風景に見

とれる程でした。【右頁の

写真】

松尾峠の大師堂を開け

させてもらい、全員で般

若心経をあげて、松尾峠

を後にすることにしまし

た。いよいよ、伊予の国

に足を踏み入れます。
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松尾峠から一本松へ

２巡目­第９回

愛媛県に入ると遍路道の整備具

合が違いました。道幅も多少広め

で、柵も整っていて、まるで公園

の遊歩道のようです。歩きやすさ

もあり、下りということもあり、

一気に愛媛県側の松尾峠登り口ま

で下ってきました。

雨の日には、カンタローが出て

くるのですが、今回は一回もお目

にかかれませんでした。失礼、カ

ンタローとは、山の妖怪でも北風

小僧でもなく、シーボルトミミズ

のことですからご安心ください。

まあ雨ではなかったので出て来な

いのならいいのです。野生動物保

護でイノシシが激増して、カンタ

ローがいなくなったのではと少し

心配になりました。でも、出くわ

すと、あの瑠璃色にドキッとする

のですが・・・。

ピタリ、一本松

松尾峠で少々ゆっくりしすぎた

ものですから、一本松でバスに乗

り遅れても、昼ごはんでも食べ

て・・・などと思っていたのです

が、なんと一本松バス停にはバス

到着の６分前に到着という離れ業

でした。

一巡目では、ここの民家の軒先

で、ずぶぬれになった服を着替え

たなんて思ったのですが、すでに

８年もの歳月が過ぎて、そんな家

は跡かたもありませんでした。で

も、バス停は、その前の建物、ベ

ンチの置き方も以前のままでうれ

しくなってしまいました。



一本松からバスに乗り、旧御荘

町に入ると長い町並みが続き、か

つて栄えていたことがわかりま

す。御荘町の由来は、延暦寺の荘

園があったことによるもので、町

内を流れる川の名前が僧都（そう

ず:僧を管理する役職名）川という

のもうなづけます。そして、バス

停の名前にもなっている平城（ひ

らじょう）の町は、観自在寺の門

前町として開けたといいます。

ということで、観自在寺は町中

にあるお寺で、急な参道もなく、

角を曲がればすぐ山門が目につき

ます。

高知最後の延光寺には、山門を

入ったところに亀の彫り物があり

ましたが、ここ観自在寺にはカエ

ルの彫り物があり、側に語呂合わ

せの言葉が書いてありましたが、

私も考えてみました。【右です。】

伊予最初の札所
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四十番観自在寺

山
桐
さ
ん
、
靴
下
を
は
き
か
え
る





の
か
と
思
っ

た
ら
、
ケ
ロ
ン
パ
ス
？
で
は
な
く
、
サ
ロ
ン
パ
ス

を
シ
ュ
ー
で
し
た
。

左上の「かえるの 五戒」

は、やってはいけないこと。

左下の「かえる三徳」は、

かえるにちなんだ大切なこと

で、ユーモアを忘れないこ

と・生き生きと日を過ごすこ

と・自分を見失わないこと。

※左記の「かえるの五戒」

「かえる三徳」とも、私のオリ

ジナルで著作権がありますの

で、特に使いたくもないでしょ

うが、無断転載・使用を禁じま

す。



旧津島村柏の遍路宿「かめや」

【上】町村合併で無くなった内

海村の看板。「旧」のシールが

貼られていました。

【下】避難場所の案内板です。

ただ「お寺」と書いてありま

す。これで地元の人には通用す

るわけです。気になって翌朝お

寺に行ってみると、お寺にも宗

派や寺名を表示したものはあり

ませんでした。なるほど、「お

寺」なわけです。

旧内海村、室手海岸の夕日。
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を歩いて行きました。私はといえ

ば、御荘の海沿いの道を歩いた

り、途中古い遍路道を見つけては

国道をそれたり、田んぼのあぜ道

を歩いたりと道草しながら歩いて

行きました。

一人で歩いているのなら、逆に

こんなにのんびり歩くことはあり

ません。１日１日、歩けるところ

まで歩いて、夕方になって宿を探

して泊るからです。ところが、団

体の歩き遍路では、途中で宿を変

更したりすることもできないの

で、時間が余ればのんびり歩ける

のです。でも、この先どんな山坂

があるか、どれぐらい時間がかか

るか分からないなどという不安が

あると、先へ先へと急いてしまう

のでしょうね。なにやら、日々の

生活や人生に似ていると思いつつ

歩いていると、ようやく道は海沿

いに出ました。

室手海岸というのだそうです。

のんびり歩いてきたので、ちょう

ど夕日の沈む時間になりました。

この夕日を皆にも見せたいなと思

いましたが、前方に人影も見え

ず、私が一人占めさせていただき

ました。夕日を眺めてから、宿に

着いたのはちょうど５時でした。

観自在寺で昼ごはんを食べられ

る場所を聞くと、国道に出て右に

行ったところにある「なにわ」と

いうレストランを紹介してもらい

ました。

う ど ん・そば、刺身、と んか

つ、ラーメン・・・、なんでもあ

りのレストランでした。すでに２

時近くだったので待たされること

もなく、２階の座敷に通され、各

自好きなものを注文。鯖の刺身定

食が人気でしたが、５人前しかな

いとのことで涙を飲んだ人もいた

ようです。

店の様子からして、注文したも

のが出てくるのに時間がかかりそ

うだったので、ここで提案をさせ

てもらいました。ここから今日の

宿がある旧内海村の柏まではずっ

と国道を歩く道。バス路線にも

なっているので、ここから路線バ

スに乗って移動ということでもい

いのですが・・・と。皆がそうし

ようと言うかと思いきや、「せっか

く歩きに来たのだから歩きましょ

う。」との頼もしい意見が出るとい

う誤算！では、５時には宿に着く

ように、と話はまとまり、ご飯を

終えて出発。

出発するや、皆すたこらと国道

せっかくの歩きだから

旧内海村へ



はじめての「柏坂」
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「柏坂」遍路道

四国あるき遍路のルートを決め

る上で、インターネットは欠かせ

ません。今回歩く「柏坂」も、イ

ンターネットで情報を得た場所で

す。一人で歩いた記録を見ると、

柏から海沿いに進んだところにあ

る須の川で休憩したと書いてあり

ますから、この柏坂は、初めて歩

く遍路道です。

「坂」とはいうものの、標高は

松尾峠より高いと来ていますか

ら、少々不安もありますが、ネッ

ト情報ではずいぶん整備してある

らしいので大丈夫でしょう。

歩きはじめてほどなく、柏小学

校の子どもたちが作ったと思われ

る「おせったいはなばたけ」もあ

り、不安を和らげてくれました。

最初の休憩場所の柳水大師まで

は、結構険しい登りでしたが、そ

こからはうっそうとした木立の中

を尾根伝いに歩く感じで、幾分拍

子抜けといったところでした。
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が立っており、「つわな奥」とあり

ます。意味がわからず、帰ってか

ら調べると、「つわな」はツワブキ

のことだそうです。「奥」の意味は

不明でした。もう一つ、意味がわ

からなかったのが、鉄パイプで組

まれた足場で、これは何年か前に

ここで開催された芹洋子さんのコ

ンサートの舞台なのだそうです。

あんな所でコンサートとは！と、

これまた驚きでした。

「つわな奥」から眼下に見えた

のは由良半島で、晴れた日にはそ

の先に遠く九州まで見えるのだそ

うです。後で、地図で確認すると、

「つわな奥」の真西に大分県の佐

伯市が位置していました。松尾峠

の展望台に続いて、今回の歩き遍

路で二か所目の絶景を見せてもら

いました。

柏坂の遍路道には、水にまつわ

るお大師さんが二か所、柳水大師

と清水大師でした。

あちこちのお大師さんをお参り

した皆さんなら、柳水大師は柳の

枝を地面にさしたら水が出てきた

といういわれはたやすく想像でき

るでしょう。清水大師も、清水が

こんこんとわき出るとか、出たと

かの話となりますが、あの山中

うっそうとした中にある清水大師

では、年一回奉納相撲が催され、

市まで立ったというのには驚かさ

れました。あの急傾斜のどこに土

俵を作ったのか、あの高い場所ま

で、どうやって市に並べる品物を

運びあげたのか、先人たちのすご

さを思うと脱帽です。

清水大師を過ぎてしばらく行く

と、急に視界が開けました。標識

二か所目の絶景

「つわな奥」？
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妙心寺派禅蔵寺

一緒にチベットに行ったことのあ

る方。残念ながらお忙しくてお伺

いできませんでしたが、なんと世

間は狭いもの。

私たちが予定より早く着いたこ

と、バス到着まで時間があったこ

と、向こうの和尚さんはこの日が

檀家さんの四十九日だったこと、

そしてお寺のお墓に納骨に来る時

間だったこと。同宗というだけで

ない、たくさんの縁が結んだ不思

議な出会いでした。

国道５６号線の大門バス停に、

かなり早く着いたので、バス停そ

ばの妙心寺派禅蔵寺に立ち寄り、

ここでお弁当を開くことにしまし

た。禅蔵寺は無住のお寺だから、

軒下や縁側をちょっと拝借し

て・・・、と思っていたら、参道

を登ってくる和尚の姿。これはと

思い、挨拶をさせていただき、つ

いでに吉田町大乗寺にお参りに行

ける時間があるか尋ねると、この

お寺の開山一千年法要の導師を大

乗寺の老師にお願いしたばかりで

すと、老師が揮毫された角塔婆を

見せてくれました。大乗寺の老師

は、私の平林寺の後輩で、かつて

同じ宗派のよしみ



いつも、カメラを持ったら別人になる石川先生が、娘さんの結婚式のために

参加できず、それと知ったみなさんが石川先生が来ないからと言って写真をた

くさん撮っていました。それらをかき集めて、今回の写真集ができました。

あくまで写真集で、文章は写真の引き立て役であり、余白を埋める材料なだ

けですので、中にふざけたところや失礼なところがあっても、どうぞお赦しを

いただければと存じます。

なお、この写真集は圓福寺ホームページにも掲載させていただくことを、あ

らかじめご承知おきください。

次回第九回は、平成２４年２月２４日から２６日の二泊三日を予定しており

ます。札所は、四十一番から四十三番の３ヶ寺です。

つたない写真集を最後までご覧いただき、ありがとうございました。

編集後記

高知でかんざし、松山でマドンナ

写真：広渡 寛行

   山桐 伸一

   梁川 律子

   宮田 宗格

文： 宮田 宗格

編集：宮田 宗格
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予定より早いパスで宇和島に到

着したので、せっかくなので宇和

島城の見学に行きました。

お城の案内をしてくれるボラン

ティアのガイドさんが、手持無沙

汰にしていました。櫻田さんが何

か尋ねたのがきったけだったので

しょうか。次から次に、いろんな

ことをご説明して下さったようで

す。

天守閣から出てきて、記念の写

真を撮ろうとなり、先ほどのボラ

ンティアガイドさんにシャッター

をお願いしました。デジカメの扱

いは大丈夫かなと心配するぐらい

の年齢の方でしたが、出来た写真

は、左の通り。構図もピントも

ばっちり、お見それしました。

宇和島城へ

帰路の途中で

松山駅で、空港連絡バスに乗り

換えるために、空港行きバス停に

行くと、かすりに袴の女性が立っ

ていました。大学の卒業式でもあ

るまいしと思ったら、「坊ちゃん」

に出てくるマドンナの格好をした

観光ガイドなのだそうです。どう

りで愛想がいいわけです。

図に乗って、写真を撮ってもら

いました。律子さんがくっつき過

ぎと言っていましたが、写真を見

てわかるように、くっついてきた

のはマドンナの方ですから、誤解

のないように・・・。

はりまや橋で五台山の純信さん

はかんざしを買いましたが、松山

では和尚がマドンナと写真を撮り

ました。でも、歌にはなりそうも

ありません。

土佐の道場を終えて、伊予に

入ったら、いろんな出会いがあり

ました。その締めくくりにマドン

ナでしたから、きっと、伊予の道

場はもっとたくさんの良い縁に恵

まれて歩けそうな気がします。

おつかれさまでした。

263-0025

千葉市稲毛区穴川町３７５

電話 ０４３（２５１）９１８１

FAX ０４３（２５１）９５４９

http://www.chiba-enpukuji.com

Email: oshou@chiba-enpukuji.com

臨済宗妙心寺派 圓福寺
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